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[序] ポリアニリンスルホン酸(PAS)は、プロトンが脱離すると窒

素原子上で酸化が起こり、自己ドープ構造をとる。図 1(a)に

aquaPASS®の構造を示す。この自己ドーピング機能によりナノス

ケール構造体においても電気伝導性を示すと考えられる。更に PAS

は水溶性であるため、タンパク質等の他の水溶性物質と容易にネ

ットワークを形成することが期待できる。今回、我々は原子間力

顕微鏡(AFM)を用い aquaPASS®が形成するナノファイバーネット

ワーク構造と電気特性について報告する。 

[実験] aquaPASS®水溶液を SiO2基板に滴下し固定化した。AFMによりトポグラフ画像を測定し

た。傾斜蒸着法を用いて、金電極間に約 100 nmのギャップを作製し、10 Kから 300 Kまでの温

度範囲で I-V測定を行った。自然乾燥膜とスピンコート膜を作成し、導電率の比較を行った。 

[結果と考察] AFMにより、aquaPASS®濃度の増大に伴う

高分子鎖が凝集とナノファイバーの形成を観察した（図

1(b)）。このナノファイバーが集積した超薄膜を自然乾燥と

スピンコートにより作製し、温度依存 I-V測定を行った。

図 2 は自然乾燥膜の I-V 特性である。熱活性化型のオーミ

ックな I-V特性が得られた。アレニウスプロットから求め

た活性化エネルギーは、自然乾燥膜とスピンコート膜のい

ずれも Ea = 70-95 meV と低い値を示した。しかしスピンコ

ート膜の導電率は自然乾燥膜より約一桁高かった。この結

果は、スピンコート膜では赤外領域の光学吸収が著しく増

大していることから（図３）、ポリアニリン分子鎖のコイル

が広がり、フリーキャリアが生じ、導電率が上昇したと理

解できる。自己ドープ型ポリアニリン aquaPASS®では、ナ

ノファイバー内のドーピングは十分起こるが、導電率の上

昇には分子のコンフォメーション制御が必要であることが

示唆された。 
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